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樹脂系建築材料と
火災安全
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　近年の技術進歩に伴って、建築分

野にも多くの樹脂系材料が使われる

ようになってきた。樹脂系建築材料

には、軽量、加工性・施工容易性な

どの利点がある一方、可燃、低耐候

性、低強度などといった欠点があり、

長年多くの建築材料が「出現・消失」

を繰り返してきた。樹脂系材料開発

にあたっての最大の問題は「火災安

全性の克服」である。それゆえ従来

は限定的な使われ方に終始してきた

が、最近はより燃えにくい複合材料

も出てきている。

　樹脂系複合材料の難燃化に使われ

てきた方法は、以下の三通りである。

①分散：樹脂マトリクスの中に難燃

剤や不活性材料を分散する。

　　塩ビはこの代表であり、粉末炭

カル（石灰石）を含有する。

②改質：樹脂そのものの性質を化学

的に変えて燃えにくくする。

　　化学的に架橋してウレタンをイ

ソシアヌレート化するなど。

③積層：異種の材料と積層して一体

化する。

　　金属面材＆樹脂芯材のサンド

イッチパネル（以下ＳＷＰと称す）

もこの例である。

　これらの技法を複数組み合わせ、

工法的工夫をすることで、火災安全

性を向上させた高機能な樹脂系建築

材料も出てきた。例えば発泡樹脂芯

材系断熱パネルなども建築物の省エ

ネと屋内環境の快適性保持には有効

な方策の一つであるが、樹脂系芯材

の火災安全性がいまだに疑問視され

ている。

　２０１７年夏のロンドンの高層住宅

の火災ではまさにこの外装ＳＷＰが

上階延焼のもととなっている。ただ

この火災に関する限り、外断熱材料

が上階延焼の主要因であるというの

は誤りである。紛らわしいが、上

階延焼の支配要因は最外層に施さ

れた仕上げ用の薄いＳＷＰ（ポリエチ

１００％芯材）であって、たとえ躯体

側の断熱材が無機系であっても同じ

ように上階延焼することが後の国内

外の再現実験でも確認されている。

すなわち難燃性発泡断熱材は、最外

層の薄型ＳＷＰの爆発的燃焼と上階

延焼にさらされて燃えたというのが

今回の真相であろう。

　最近ではこのような材料を用途

別・工法別に分類して火災安全性を

判定し、悪いものを特定して、安全

なものと区分しようという試験方法

が整備・制定されつつある。例えば、

可燃性外装材料（難燃木材、発泡断

熱材外断熱工法、各種ＳＷＰなど）を

用いたファサードの燃えひろがり性

判定のためにＪＩＳ Ａ １３１０-２０１５が

新たに制定された。高さ約４ｍの外

壁面を設け、下方の開口部から火炎

を噴出させて壁面の縦・横方向への

燃えひろがり性を判定する中規模試

験である。まだ日本で法的拘束力は

ないが、諸外国の類似試験方法とも

国際調和を図りつつ制定された実用

的な試験方法であり、業界からも歓

迎されている。

　同じように建築内装用のＳＷＰに

もＪＩＳ Ａ １３２０-２０１７が制定され

た。中規模の模型箱（見付約１ｍ角

×奥行約２ｍ）に組み立てて奥隅か

らバーナーで加熱することで、材料

及び設計（目地や部位別）による火災

安全性の判定が可能になった。近く

ＩＳＯにも日本から独自提案される予

定である。

　このように樹脂系建築材料といっ

ても、火災安全性は使用部位によっ

ても千差万別であるが、このような

基準整備・制定によってユーザーに

安心感を与え、建築分野での省エネ

や環境の快適化を実現することは大

変有意義だと考える。

　２０００年の建築基準法改正で、例

えば市街地の建築物の屋根は、従来

は不燃材料で作り不燃材料で仕上げ

る式の「仕様規定」だったものが、新

たに飛び火試験によって「燃えひろ

がりが抑制できる材料であれば使用

可」という「性能規定」になり、樹脂

系建材の適用に新たな途が開かれ

た。このような防火関連の試験法や

基準が整備・制定されることで、樹

脂系建築材料もそれを順守すれば安

心して使ってもらえるようになる。

一方、製造業者側も樹脂系建築材料

の特徴と利点を再認識し、正しい知

識の普及とＰＲに努める必要がある

と考える。
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